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研究成果の概要（和文）：本研究は、地域住民が自発的に公園、通学路などの屋外環境を改善するためのプログラムを
実践的に開発するものである。松山市久米地区では公園の環境改善を支援し、公園の利用状況や犯罪不安感に関するア
ンケートから子どもの移動自由性の高まりを確認した。福岡市の警固公園では「防犯と景観の両立」をコンセプトに改
修デザインに協力し、園内での補導件数減少などの成果を上げた。また、足立区および東京都と協働して屋外環境改善
プログラムを開発した。足立区では「防犯まちづくり推進地区認定制度」が創設され、東京都は「地域の危険箇所改善
ガイドブック」等を作成、公開した。

研究成果の概要（英文）：The aim of this research is to develop programs to improve built environment for 
safety of children. A park was improved by residents and enhanced children’s independent mobility was 
identified through questionnaire surveys in Kume area, Matsuyama City. In Fukuoka City, Kego Park was 
reconstructed balancing safety and landscape as a result of our advice to decrease juvenile delinquency. 
In addition, we developed programs to improve built environment for Adachi Ward and Tokyo Metropolitan 
Government and published guidebooks.

研究分野： 居住セキュリティ

キーワード： 移動自由性　住民参加　防犯環境設計　犯罪不安
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１．研究開始当初の背景 
子どもの安全・安心に対する市民のニーズ

は高く、例えば、国土交通省「平成２０年住
生活総合調査」で、住宅や住環境について「子
育てにおいて重要と思う要素」は「住宅およ
び住宅のまわりの防犯性」が 20.0％と最も高
い。ここで言う「防犯」の対象は、不審者の
出没や声掛けなど、必ずしも犯罪に至らない
軽微なものが中心だと想定されるが、保護者
の不安は高く、人口減少や地域社会の衰退に
より子どもの見守りは一層困難になってい
る。 
こうした犯罪等は、「犯罪企図者」「適切な

犯行対象」「遂行しやすい環境」の三者が揃
った状況で発生しやすい（図１の黒色部分）。
近年では「地域安全マップ」など、子どもの
危機回避能力を高めるための取り組みが行
われているが、それらは「適切な犯行対象＝
子ども」への教育で三者の一致を減らすため
のものと言える。 
一方、「防犯まちづくり」とは図１中の「遂

行しやすい環境」を変えることによって、犯
罪の発生しやすい状況を少なくするための
取り組みであり、「犯罪の起きにくい環境・
状況を作り出すことによる犯罪予防を目的
に、住民、行政等が連携して行う活動の総称」
と定義される（山海堂「実用 都市づくり用
語辞典」）。「地域安全マップ」との相違点は
表 1 のとおり整理される。 
この理論的背景にあるのは、1970 年に R. 

Jeffery が提唱した防犯環境設計 (CPTED) 
という考え方である。近年では”Design Out 
Crime”（デザインによる防犯）として、欧州
を中心に公共空間の環境改善が実践されて
いる。 
防犯まちづくりにおいては、住民参加、継

続性、防犯以外の要素（景観、防災など）と
の調整、地域特性などが重視される。また、
危機回避能力を高める教育で見過ごされが
ちな子どもの移動自由性  (Children’ s 
Independent Mobility) にも配慮する。この
低下の問題は、国際的にも UNICEF などで
認識されており、保護者の犯罪不安による子
どもの行動の制約などが要因とされる。 
以上の理論的背景から、防犯まちづくりに

よる環境改善を、子どもの危機回避能力の向
上と車の両輪にして進めて行く必要がある
と考える。対象とする屋外環境は、子どもの
日常空間であり、犯罪・犯罪不安の発生しや
すい小公園や通学路とする。 

 

 
図 1.犯罪等が発生する条件 

（Routine Activity Theory を参考） 

表 1.地域安全マップと防犯まちづくりの比較 

 地域安全マップ 
防犯まちづくりによ
る環境改善 

主体 
補助者 

子ども 
小学校 

地域住民（大人） 
自治体、警察 

範囲 地域（小学校区） 

目的 
危機回避能力向
上 

犯罪の遂行しやすい 
環境の改善 

理論 
考え方 

犯罪機会論 
防犯まちづくり 
SARA モデル 

期間 単発的 継続的 
 
２．研究の目的 
モデル地区において、自治体と地域住民に

よるプログラム運営の可能性、地域住民によ
る環境改善提案の有用性を観察研究によっ
て明らかにする。本研究の独自性は以下の点
にある。 
「環境改善」への着目 

子どもの防犯については「地域安全マッ
プ」が急速に普及している。犯罪の行われ
る環境に着目する点では本研究も同じだが、
防犯まちづくりによる屋外環境の改善を目
指す点で異なる。両者は互いを補完するこ
とで、犯罪が発生する条件を小さくするこ
とが可能になる。 

「子どもの移動自由性」への着目 
保護者の犯罪不安、ライフスタイルの変

化などにより、子どもの行動が制約され、
移動自由性が低下することが国際的に問題
視されている。危機回避能力向上のための
取り組みはこの問題を大きくする可能性が
あるが、本研究は環境改善により子どもの
移動自由性を高めようとする。 

住民の自主活動プログラムの開発 
行政主導や専門家の積極的関与により、

子どもの屋外環境を改善する例は少なくな
いが普遍性に欠ける。一方、本研究は「防
犯まちづくり」の考え方から住民参加、地
域特性を重視し、住民の自主的な活動によ
る環境改善を促すためのプログラムを開発
する。 

モデル地区での実践を通じた開発 
研究代表者、研究分担者とも防犯まちづ

くり分野における実績を有し、多くの自治
体に助言を行っている。それらの自治体か
らモデル地区を選定し、PDCA サイクルに
基づくプログラム開発を行う。 

 
３．研究の方法 
本研究は PDCA サイクル、すなわち理論や

先進事例に基づき企画(P)したプログラムを、
モデル地区で実行(D)、評価(C)し、より良い
プログラムへと改善(A)するサイクルに基づ
いて進める。評価(C)として、プログラムに対
する評価（実用性、汎用性など）と、屋外環
境に対する評価（安心感や移動自由性の向上
など）を行う。 
本研究の推進に当たっては「理論及び先進

事例調査」「住民参加手法の検討」「屋外環境



改善のデザイン」の 3項目について、研究代
表者と2人の研究分担者がそれぞれの専門性
を活かして役割分担する。モデル地区での実
践で得られる知見を演繹し、他地区でも活用
可能なガイドブック等の形で発信する。モデ
ル地区は東京都足立区、福岡県福岡市など代
表者、分担者が関与する自治体とする。 

 

４．研究成果 
本研究の成果は以下の通りである。 

 松山市久米地区で公園の環境改善を支援
し、公園の利用状況や保護者の犯罪不安に
関するアンケートから子どもの移動自由
性の向上を確認し、地域住民による公園の
改善のプロセスとともに Built  
Environment 誌および日本都市計画学会
に発表した。加えて、福音公園での改善プ
ロセスを踏まえて福岡市城南区で公園の
安全性に関する住民ワークショップを行
い、その成果を日本都市計画学会に発表し
た。 

 福岡市による警固公園（福岡市中央区）の
改修において、「防犯と景観の両立」をコ
ンセプトにデザイン協力した。具体的には
死角となる築山、デッキ、池の撤去、公園
を対角に横切るシンボル的な園路の設置
などにより、見通しを確保し、新たな動線
を創出した。この改修は園内での補導件数
が減少するなどの成果を上げ、「土木学会
デザイン賞 2014」を獲得した。 

 足立区と協働して屋外環境改善プログラ
ムを開発した。区内２地区（長門南部町会、
西綾瀬四丁目自治会）をモデル地区に選定
して、ワークショップ等を経て住民自らの
活動目標となる「防犯まちづくり憲章」の
策定を支援した。この方法論を基に、区は
「防犯まちづくり推進地区認定制度」を創
設した。 

 東京都と協働して屋外環境改善プログラ
ムを開発した。板橋区、府中市の 2 自治
体をモデルに選定して地域の危険箇所点
検を行い、さらにその結果を踏まえて「地
域の危険箇所改善ガイドブック」と「地域
の危険箇所点検と環境改善の手引き」（リ
ーフレット）を作成、公開した。なお、北
九州市でも「防犯コミュニティガイド」作
成に協力し、助成期間終了後も公園等の防
犯改修を進めていく予定である。 

 

地域が改善に取り組む福音公園（松山市） 

7%

7%

37%

52%

29%

15%

27%

26%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H21

H24

安心して遊ばせられる 不安だが遊ばせられる

不安で遊ばせられない わからない
 

福音公園における子どもの移動自由性の変化 
（二時点における保護者アンケートより） 

 

防犯改修が施された警固公園（福岡市） 

 
「地域の危険箇所点検と環境改善の手引き」 

（リーフレットの一部） 
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